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（２）施工状況、施工品質の確認

項　目 記入・チェック欄 備　考

□防湿層を施工した。 繊維系断熱材等

□木部取合い、断熱材目地テープ処理を行った。 発プラ系断熱材等

□防湿層を施工しなかった。 発プラ系断熱材外張工法等

メモ：

◆外張断熱工法

【共通事項】

□断熱材どうしを隙間なく施工した。

□通気垂木や横垂木を屋根垂木に強固に固定した。 耐風圧強度確保。

【外皮断熱とする場合】 小屋裏を室内側空間と見る場合

□妻側壁の断熱工事を行った。 天井～屋根までの外壁

□屋根断熱材と外壁断熱材を連続させた。

□小屋裏換気口を塞いだ。

□通気層及び棟換気を設置した。

◆充填断熱工法（垂木間断熱）

【共通事項】

□断熱材を適切に固定した。 断熱材の落下、垂れ有無。

【外皮断熱とする場合】 小屋裏を室内側空間と見る場合

□妻側壁の断熱工事を行った。

□小屋裏換気口を塞いだ。

□通気層及び棟換気を設置した。

□断熱材の室内側に防湿層を施工した。 繊維系断熱材等、再掲

□木部取合い、断熱材目地テープ処理を行った。 発プラ系断熱材等、再掲

□外壁と屋根の取り合いに施工した。 防暑（遮熱）の場合

□間仕切り壁と天井の取り合いに施工した。 防暑（遮熱）の場合

□施工しなかった。

気流止めの施工

防湿層の施工
（結露防止留意）

断熱材の施工


